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流通とＳＣ・私の視点 

2014年４月27日 
 

レジャー・リゾート型ＳＣのポジショニングと方向性(その１)!! 

 

１．レジャー・リゾート型ＳＣの概念 

モノを買うことが喜びであった時代（モダン消費時代）からエンターテインメントを喜びとする時代（ポストモ

ダン消費）、さらにレジャー・リゾートを喜びとする時代（ニューモダン消費）へと消費は進化しています。エンター

テインメントは「娯楽」であり、楽しみを目的とする概念ですが、レジャー・リゾートは「時間の創造的活用と創

造的遊びの時間づくり」と私は定義しています。すなわち、エンターテインメントは単なる時間消耗の遊びであり、

他の主要目的の従属的なものですが、余暇・リゾートは自らの強い意思に基づく主体的な時間と遊びの融合した“場

づくり”です。 

今、ＳＣ業界においてもモダン消費時代のモノ売りの“場”から、ポストモダン消費時代のエンターテインメン

トを集客とするモノ・コトの“場づくり”へとなり、さらに、遊びと買い物が融合したレジャー・リゾートの“場

づくり”へと進化しています。 

それは、モノ離れ（統計的にはアメリカでは1970年、日本では1988年）以降のＳＣはエンターテインメント型

ＲＳＣである従来のモノ売りのＳＣであるＲＳＣに、シネコン、アミューズメント、レストラン、フードコート、

ランブリングショッピングモール等のエンターテインメント施設を付加して、エンターテインメント要素で集客、

すなわちＳＣの出向動機の違いによるＳＣへの集客力を向上することにより、結果的にモノが売れるＳＣが出現し

ました。しかしながら、アメリカではエンターテインメント型ＲＳＣはどこにでも開発され「当たり前化」して、

現在はあまり開発されていません。日本も、1991 年からＲＳＣの時代となり、特に 2000 年頃からエンターテイン

メント型ＲＳＣが続々と開発され、2010年には全国的にほぼ行き渡り、目新しさのないＳＣ（同時にエンターテイ

ンメントは成長ベクトルとはならないＳＣ）となりました。この2010年を私は「ＳＣの飽和期」(1970～1990年ま

での20 年間はＣＳＣ、1991～2010 年の 20 年間はＲＳＣの時代により飽和)と呼び、もうＳＣはこれ以上必要ない

とマーケット（客）は感じるようになりました。いわゆるエンターテインメント要素の当たり前化による成長ベク

トルの終焉です。 

このＲＳＣあるいはエンターテインメント型ＳＣが「スタンダード型ＳＣ」と定義されるＳＣで、1990年代～2010

年までは成長ベクトルを付加したＳＣでした。 

2010年にＳＣの飽和期（ほぼ全国的にＳＣは一通り行き渡った段階）から、ＳＣは減少するのではなく、新たな

ＳＣの開発がスタートします。これを「ＳＣ業界におけるマダガスカルの猿の多様化理論」と言います。マダガス

カルの猿が飽和状態になった食べ物を、自らのＤＮＡや生態メカニズムを変えて、新たな食べ物を開拓して、猿の

増加及び多様化を招き、繁栄したメカニズムがＳＣ業界においても同じ現象がアメリカのＳＣ業界で起こりました。

その結果、アメリカではＳＣの数は12万ヶ所（ＣＶＣ含む）、小売業の売上に占めるＳＣの売上比率は61％にもな

り、現在もＳＣの多様化は続々と行われています。日本は2010年にＳＣの飽和期になったばかりですから、ＳＣの

数は3,100ヶ所、小売業に占めるＳＣの売上比率は21％でしかなっていません。これは、ＳＣの飽和期の後に来る

ＳＣの成熟期をまだ日本のＳＣ業界は経験していないからです。ＳＣの飽和期はアメリカでは1990年代前半、日本

では2015年以降であり、日本もＳＣの成熟期になると、ＳＣの多様化（客から見るともう１つあって欲しいＳＣ）

が進展し、ＳＣの数の増大、ＳＣの種類の多様化、ＳＣの小売業に占める売上比率の向上が起こります。 

日本もアメリカのＳＣ歴（ＳＣの発展のプロセスをメカニズム解析すること）で見ると、次の「４つの方向性」

と「６つの相反する購買動機の融合」へとＳＣは多様化します。 

すなわち、スタンダード型ＳＣは４つの方向性である「ハイライフ志向のＳＣ」「レジャー・リゾート志向のＳＣ」

「バリュー志向のＳＣ」「ライフスタイルセンター・タウンセンター志向のＳＣ」に多様化します。 

もう１つの多様化は６つの相反する購買動機の融合である「ハイライフ志向のＳＣとレジャー・リゾート志向Ｓ

Ｃの融合ＳＣ」「レジャー・リゾート志向のＳＣとバリュー志向のＳＣの融合ＳＣ」「バリュー志向のＳＣとライフ

スタイルセンター志向のＳＣ」「ハイライフ志向のＳＣとライフスタイルセンター・タウンセンター志向のＳＣの融

合ＳＣ」「ライフスタイルセンター志向のＳＣとレジャー・リゾート志向のＳＣの融合ＳＣ」「ハイライフ志向のＳ

Ｃとバリュー志向のＳＣの融合ＳＣ」に多様化します。 
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